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連携邁砂
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宇奈月ダム湛水池　底質 （１〆２）��
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Ｈ１８．７

連携排砂

（２４）

Ｈ１８．７

連携排砂

（２４）

宇奈月ダム湛水池　底質 （２〆２）��
還元性の指標 （ＯＲＰ、 ニ価鉄、 硫化物）についてｌま、 ５月調査時に比較し排砂１日後は酸化傾向を示 した。��

排砂 １日後の粒度組成 （５０‰粒径）については、 ５月調査時に比較し２０８Ｋ、 ２ｌ０Ｋ地点では粒径が粗〈な り、 ２１８Ｋ， ２Ｚ４Ｋ地点では細か〈なっ た。��

（）内数値は、 出 し平ダム排砂■（約万ｍ
゛
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【】内数値は、 出 し平ダム土砂豪勣ｆ（約万��
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海域　底質 （代表４地点）　（１ノ２）
６月調査時、 排砂 １日後調査時とも過去の観測値の範囲内であっ た。
ＣＯＤは、 水産用水基準における正常泥の範囲内 （Ｆｒ、ｎ≦つｒ●（ｍｇ′ｇ））であった。

海域　底質 （代表４地点）　（１ノ２）
６月調査時、 排砂 １日後調査時とも過去の観測値の範囲内であっ た。
ＣＯＤは、 水産用水基準における正常泥の範囲内 （Ｆｒ、ｎ≦つｒ●（ｍｇ′ｇ））であった。

海域　底質 （代表４地点）　（１ノ２）��
６月調査時、 排砂 １日後調査時とも過去の観測値の範囲内であっ た。��
ＣＯＤは、 水産用水基準における正常泥の範囲内 （Ｆｒ、ｎ≦つｒ●（ｍｇ′ｇ））であった。��

（）内数値は、 出し平ダム排砂Ｉ（約万ｍ
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）��
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海域　底質 （代表４地点）　（２′２）
５月颯査時、 排砂 １日後調査時とも過去の観測値の範囲内であった，
硫化物について 、 ５月調査時にＡ点で水産用水基準における正常泥の範囲 （硫化物≦０２（ｍｇ′ｇ））より高い
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